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＃ プロジェクト名称 備考 総工費

1
ジュリウス・ニエレレ水
力発電所建設

エジプト企業が工事を実施中。世界自然遺産であるセル―
自然保護区内にある。1960年代にJETROが最初のフィー
ジビリティ調査を実施。2024年2月、段階的に稼働開始。
最大出力2,115MW。

29億ドル

2
東アフリカ原油パイプ
ライン(EACOP)

ウガンダのホイマで採掘される原油を積出港となるタンザニア
のタンガ港へ輸送するパイプラインの建設計画。2021年に
受け入れ政府合意が締結され、建設工事が開始。2023
年12月、100km相当の建設用パイプが到着。2025年に
運転開始予定。

50億ドル

３
液化天然ガス
(LNG)プラント建設
計画

リンディ州のLNGプラント建設計画。2017年に生産物分与
合意の内容の見直しをタンザニア政府が求め、協議が停止。
サミア政権発足後、国際石油企業との協議再開に向けた
動きが活発化。

420億ドル

４
標準軌道鉄道プロ
ジェクト (SGR)

ダルエスサラーム港と首都ドドマ、ビクトリア湖畔のムワンザ、タ
ンガニーカ湖畔のキゴマ等の国内各都市、ルワンダ、ブルンジ、
コンゴ民主共和国等の近隣内陸国を結ぶ計画(全長
2,561km。)。2024年2月、ダルエスサラーム・モロゴロ間の
試験運転を実施。

142億ドル
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出所：財務省貿易統計（2024年3月14日閲覧）

順位 品目 金額

1 コーヒー 約82億0,462万円

2 ゴマ 約48億1,095万円

3 葉たばこ 約24億2,160万円

4 貴石及び半貴石 約3億6,563万円

5 植物性原材料 約1億8,338万円

輸入（タンザニア⇒日）総額: 約167億1,132万円

順位 品目 金額

1
輸送用機器（車両）

（内、中古車）
約528億5,006万円
(約350億4,655万円)

2 鉄鋼 約176億9,604万円

3 再輸出品 約48億9,471万円

4 一般機械 約46億6,493万円

5 ゴム製品 約16億7,562万円

輸出（日⇒タンザニア）総額：約782億0,387万円

日本・タンザニア貿易収支の推移(2014-2023) 日・タン貿易（概況品別、上位５位、2023年）
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セクター 企業 備考

商社(*) 住友商事 2012年事務所再開。キネレジⅡ発電所の建設を受託。

製造・食品加工

Borderless Tanzania ソーシャルビジネスとして女性用生理用品の製造・販売。

Matoborwa 干し芋・芋ケンピ・ドライフルーツなどの製造・販売。

Tanja タンザニア北部の1,760ヘクタールのコーヒー農場及び隣接地において農産品の栽培及び加工。

TCC タバコ生産、従業員480人、JTI75％出資。

建設 NIPPO 再生アスファルトを活用した道路舗装。ODA事業を受託。

観光 Tanbliss Tours サファリツアーなどを主催する旅行代理店。

販売・サービス

Baridi Baridi ダイキン製エアコンのサブスクリプション・サービス。

FMG 中古車の販売。

西村医科器機 Canon製の中古医療器機の販売。

セントパーツ 自動車修理、自動車部品の販売。小売業。

WASSHA 無電化地域でのLEDランタンのレンタル・サービス（個別世帯、小規模漁業従事者）。

(＊)在ケニア：三菱商事、三井物産、丸紅、伊藤忠商事、豊田通商、双日

日系企業概要(2024年3月時点)

日系企業の事業例

３．タンザニアに進出する日系企業

タンザニア日本人会商工部会の加入企業は30社（正会員12社、準会員18社。準会員には在ナイロビ企業等を含む。）。
商工部会に加入せずタンザニアに拠点を設置し事業を行っている企業は約20社。
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